
困難を抱える女性のための就労支援事業 【岩手県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 2,799 千円

交付金額 1,399 千円

事業番号 ５

◆ ひとり親やコロナ等による女性の失業率の上昇により、社会参画や職業

生活が困難となっている女性が増加している状況にあり、「女性版骨太の方
針2022」においても、女性の経済的自立が重点事項として挙げられているこ
とから、就業困難となっている女性を就業に結び付けるための取組が必要
◆ これまでの開催では、再就業について悩んでいたが前向きに考えられる

ようになった等、参加者からの評価が高かったこと、また参加応募者が増加
しニーズも高いことから、継続して実施し、参加しやすいよう拡充することが
必要

◆ 困難を抱える女性に対する就労支援のためのワークショップや個
別相談を開催
◆ 様々な課題・困難を抱える女性が自分自身の気持ちを整理して就

労に向かえるよう、アンコンシャス・バイアス、ワーク・ライフ・バランス
、上手なコミュニケーション、ビジネスマナーなどをテーマに、岩手県
男女共同参画センターにおいて、キャリアコンサルタント等によるワー
クショップや個別相談（キャリア・コンサルティング）を開催し、就労に
向けた支援をするとともに、参加者同士のピアサポートの場を提供

◆ ワークショップ実施回数
 目標 24回 ⇒ 実績 24回
（1地域当たり6回×県内4地域＝24回）

◆ ハローワーク、マザーズハローワーク等の相談機関
◆ 各市町村男女共同参画担当部局
◆ ジョブカフェいわて等の支援機関

◆ 参加者に対し事後アンケート（追跡アンケート）を実施したところ、回答があっ
た63名のうち、53名がセミナーを受講して気持ちに変化があった（前向きな気持
ちになった）と回答しており、そのうち24名に行動変容（就職（転職）活動に向け

た情報収集を行っている、求人を探している、ハローワークや人材紹介会社、転
職サイト等に登録しているなど回答）があったことから、参加者の就労に向けた
マインド向上に結び付いている
◆ 抱える悩みに共感しあえる者同士での受講により、悩んでいるのは自分だけ

ではないという安心感や、一歩踏み出したいという前向きな気持ち、自分自身
の見つめ直しなど、就労に向けた自信の回復や意欲の向上につながった

◆ 様々な課題・困難を抱える女性が自分自身の気持ちを整理し
て就労に向かえるよう、継続的な支援が必要
◆ 支援を必要とする女性に対しセミナーの開催情報が届くように
市町村等の関係機関と連携を強化



事業の概要

５ 困難を抱える女性のための就労支援事業

ひとり親やコロナ等による失業等により就業が困難となっている女性を対象とした就労支援セミナーや個別相談を
開催し、就労へ結び付けるためのマインド向上を促す

女性のためのキャリアデザイン（就労支援ワークショップ）
【県央地域（盛岡市）】 のべ6回 参加者数：のべ75名 【県南地域（奥州市、花巻市】 のべ6回 参加者数：のべ35名
【沿岸地域（大船渡市、釜石市】 のべ6回 参加者数：のべ36名 【県北地域（二戸市】 のべ6回 参加者数：のべ29名
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